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本来的自己の探求としての精神分析
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の傍に，子どもが立っている
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
．子どもが彼の腕を摑
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．ねえお父さ
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，僕が燃えているのが





























































































































親和性を増し，主体は母の欲望に関する知，Ｓ ( Ａ )
を持つようになるだろう．もちろん主体は心理療法
に入る前からＳ ( Ａ ) を所有していることはある（そ
のような主体は，ここで論じる余裕はないが，セミ
ネールⅩⅩで論じられる「女性的主体」である）．し
かしＳ ( Ａ ) は大抵の場合，漠然とした仕方で所有さ
れているにすぎない．精神分析においてさまざまな
無意識を生き，抑圧を解除する作業を積み重ねてい
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